
岡山県教育庁義務教育課

学力向上対策班
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岡山型学習指導のスタンダード増補版

授業改善、「一歩先へ！」
～児童生徒が主役となる授業づくり～



進 行

2

蓄積した
実践の
活用

まとめ
研修の
ねらい

協議
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授業５ 授業場面

めあて（目標）を示す
・教員から一方的に提示する
・問題文がめあてになっている

自分で考え、表現
する時間を確保する

・数人の児童生徒とのやり取りに終始している
・とりあえず、ペアやグループにする

目標の達成度を確認
する

・「わかりましたか？」や「どうですか」と問い
「いいです」と答えさせて済ませる

学習内容をまとめる
・児童生徒の言葉を無理やり解釈する
・都合のいい考えだけを取り上げる

授業の振り返りをする ・情緒面のみの振り返り

授業５に沿うことが目的化し、児童生徒がどのように学ぶか
についての意識が薄くなっていませんか。

振り返りましょう

授業５に基づいた授業改善の工夫を交流する。

ね

ら

い

ま

と

め

活

用

協

議



ねらい
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研修のねらいを知る。

質の高い授業の実現のために、

１『学習指導Ｓ【増補版】授業改善、「一歩先
へ！」』（以下、「一歩先へ！」とする。）
に基づき協議することで、児童生徒が主役と
なる授業づくりについて理解を深める

２各自の実践の好事例を共有することで、学校
全体や各自の授業改善に生かす

ことをねらいとする。

ね

ら

い

ま

と

め

協

議

活

用
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授
業
前
の
集
団

授 業

学力

高

低

質の高い授業

授業後の児童生徒の姿を共有する。

児童生徒を伸ばす授業

より効率的に力を付ける授業

授
業
後
の
集
団

ね

ら

い

ま
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用
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協議

進 行

蓄積した
実践の
活用

まとめ
研修の
ねらい



蓄積の活用

7

ｐ１、２

は
じ
め
に

ね

ら

い

協

議

ま

と

め

活

用

学習指導のスタンダードとの関連を知る。
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ｐ１、２

ね

ら

い

協

議

ま

と

め

活

用蓄積の活用

柱１ 児童生徒が中心となる授業づくり

柱２ 全体を見通した単元計画

若手教員
意欲 情熱
授業５で基盤

△ 時間 情報

指導層
経験 情報
後進の育成

若手教員
自分の言葉で、
学習者目線の授業、
単元計画を語る。

指導層
本資料に基づき、
自身の経験を若手
に語る。

若手教員等の熱意と力量ある教員（以下、「指導層」とする。）の
経験をつなぎ、授業の質の向上を図る。
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「教わる」から「学ぶ」へ児童生徒の授業観を転換する。

ｐ３、４

ね

ら

い

協

議

ま

と

め

活

用蓄積の活用

「教わる」
教員が準備し、指示した内容を
進める作業を行う段階に留まる
可能性がある。

「学ぶ」

自分事として学習問題に
取り組ませ、自ら解決したり、
思いを実現したりする力に
つながる可能性が高まる。

導入
児童生徒自らが「〇〇したい」と言い出せる学習活動
の工夫をする。

展開
答えを活用するだけでなく、解決の過程も振り返らせ、
課題解決の手法を学び取らせる。
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培ってきた優れた授業を生かし、「授業５（ファイブ）」を「一歩
先へ！」進める。

めあて（目標）を示す

自分で考え、表現する
時間を確保する

授業の振り返りをする

考えを広げ、深めさせる

優れた
実践

学習問題を自分事として

捉えさせる

目標の達成度を確認する学習内容をまとめる

課題解決の過程を
振り返らせる

学習内容を整理、確認させる

学習の成果を自覚させる

ｐ３、４

ね

ら

い

協

議

ま

と

め

活

用蓄積の活用
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協議
蓄積した
実践の
活用

まとめ
研修の
ねらい

進 行
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ｐ３、４「協議」用スライドの構成

ね

ら

い

協

議

「協議」用スライドの構成について知る。

ま

と

め

活

用

改善が必要な
状態例

目指す姿例

本スライドで扱う授業５の場面

メモ欄

本スライドで扱う授業５の場面

Ｐ３、４
における
関連部分
（赤枠内）

Ｐ７～９
における
関連部分
（赤枠内）

【メモ用スライド】 【参考用スライド】
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めあて（目標）を示す

・本時に取り組むべき課題について、
理解が不十分なままで学習が始
まる。

学習問題を自分事として
捉えさせる

・既習事項と関連付け、解決の
見通しを持たせる。

・本時の目標に応じた問いを提示
する。

ｐ３、４「めあて（目標）を示す」を一歩先へ！

ね

ら

い

協

議

こんなことはありませんか？

自分の
考え

参考に
なる考え

「学習問題を自分事として捉えさせる。」ための手立てを協議する。

ま

と

め

活

用
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学習問題を自分事として捉えさせる＜授業５ ①＞めあて（目標）を示す

ｐ７

ｐ７

ｐ３、７

ｐ３

「めあて（目標）を示す」を一歩先へ！

ね

ら

い

協

議

ま

と

め

活

用
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自分で考え、表現する
時間を確保する

・自力解決が丸投げや作業に
なりがちである。

・考えを広げ、深めることが難しい。

考えを広げ、深めさせる。

・問題に対する考えをもてるように
教材等を工夫する。

・考えを共有したり、比較･検討
したりする。

ｐ３、４

ね

ら

い

協

議

こんなことはありませんか？

自分の
考え

参考に
なる考え

「考えを広げ、深めさせる。」ための手立てを協議する。

「自分で考え、表現する時間を確保する」
を一歩先へ！

ま

と

め

活

用
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ｐ８

ｐ３、７、８

ｐ７

考えを広げ、深めさせる＜授業５ ②＞自分で考え、表現する時間を確保する

ｐ３

「自分で考え、表現する時間を確保する」
を一歩先へ！

ね

ら

い

協

議

ま

と

め

活

用
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目標の達成度を確認する

・児童生徒にとって、合格基準が
わかりにくい。

・確認問題の質や量を確保するこ
とが難しい。

課題解決の過程を振り返らせる

・児童生徒自身が確認できるよう、
問題や活動に取り組む場を設定
する。

ｐ３、４

ね

ら

い

協

議

こんなことはありませんか？

自分の
考え

参考に
なる考え

「課題解決の過程を振り返らせる。」ための手立てを協議する。

「目標の達成度を確認する」を一歩先へ！

ま

と

め

活

用
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ｐ４、８

ｐ８

課題解決の過程を振り返らせる＜授業５ ③＞目標の達成度を確認する

ｐ４

「目標の達成度を確認する」を一歩先へ！

ね

ら

い

協

議

ま

と

め

活

用
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「学習内容を整理、確認させる。」ための手立てを協議する。

学習内容をまとめる

・学級全体でまとめが共有されて
いない

学習内容を整理、確認させる

・教師が主導し、本時の要点を
理解できるよう、学級全体で、
児童生徒に学習の過程を振り
返らせる。

ｐ３、４「学習内容をまとめる」を一歩先へ！

ね

ら

い

協

議

こんなことはありませんか？

自分の
考え

参考に
なる考え

ま

と

め

活

用
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ｐ４、９

ｐ９

学習内容を整理、確認させる＜授業５ ④＞学習内容をまとめる

ｐ４

「学習内容をまとめる」を一歩先へ！

ね

ら

い

協

議

ま

と

め

活

用
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授業の振り返りをする

・毎時間同じ記述を繰り返す
・情緒面のみを振り返っている

学習の成果を自覚させる

・自らの学びと関連付けて充実感、
達成感、自己有能感を実感させ
る

ｐ３、４

ね

ら

い

協

議

こんなことはありませんか？

自分の
考え

参考に
なる考え

「学習の成果を自覚させる。」ための手立てを協議する。

「授業の振り返りをする」を一歩先へ！

ま

と

め

活

用



22

ｐ４、９

学習の成果を自覚させる＜授業５ ⑤＞授業の振り返りをする

ｐ９ｐ４

「授業の振り返りをする」を一歩先へ！

ね

ら

い

協

議

ま

と

め

活

用



23

協議

進 行

蓄積した
実践の
活用

まとめ
研修の
ねらい



まとめ
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実践について多面的に評価し、授業の質の向上を図る。

・自己評価

・指導層が評価

・児童生徒が
授業評価

①学習問題を自分事
として捉えさせる

②考えを広げ、深め
させる

③課題解決の過程を
振り返らせる

④学習内容を整理、
確認させる

⑤学習の成果を自覚
させる

①定着を図る学習内容
を確認する

②児童生徒の実態を
把握する

③評価規準を設定する
④単元における主たる
学習課題を設定する

⑤各次における学習
活動と達成すべき
学習内容を設定し、
定着状況を確認する
ための宿題を課す

授業の質の
向上

児童生徒が
主役となる
授業づくり

全体を見通した
単元計画

ね

ら

い

協

議

ま

と

め

活

用
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授業改善に生かす。

ね

ら

い

協

議

質の高い授業の実現のために、

１『学習指導Ｓ【増補版】授業改善、「一歩先へ！」』（以下、「一歩先
へ」とする。）に基づき協議することで、児童生徒が主役となる授業づ
くりについて理解を深める

２各自の実践の好事例を共有することで、学校全体や各自の授業改善に生かす
ことをねらいとする。

ま

と

め

活

用まとめ



子供たちの笑顔のために

26©岡山県「ももっち、うらっちと仲間たち」


